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中
国
研
究
集
刊 

號
号
（
総
五
十
六
号
）
平
成
二
十
五
年
六
月　

四
三
︱
六
四
頁

上
博
楚
簡
『
舉
治
王
天
下
』
の
古
聖
王
伝
承

湯
浅
邦
弘

序　

言

二
〇
一
三
年
初
頭
、『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
九
）』

（
馬
承
源
主
編
、
上
海
古
籍
出
版
社
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
奥
付
は

「
二
〇
一
二
年
十
二
月
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
中
国
で
刊

行
さ
れ
た
の
は
二
〇
一
三
年
一
月
で
あ
り
、
日
本
に
輸
入
さ
れ
始

め
た
の
は
、
同
年
二
月
以
降
で
あ
っ
た
。

こ
の
第
九
分
冊
に
は
、
七
つ
の
文
献
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
内
、『
舉
治
王
天
下
』
と
称
す
る
文
献
に
は
、
堯
舜
な
ど
の

古
聖
王
の
伝
承
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
特
に
興
味
深
い
の
は
、
具

体
的
な
君
臣
問
答
で
あ
り
、
従
来
の
神
話
・
伝
承
に
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
も
の
も
あ
る
。
堯
舜
禹
は
、
儒
家
や
墨
家
に
お
い
て
絶
賛

さ
れ
る
古
聖
王
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
伝
承
の
詳
細
に
つ
い
て
は

不
明
な
点
が
多
い
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、『
舉
治
王
天
下
』
全
五
篇
の
内
、
堯
舜

禹
の
伝
承
が
見
ら
れ
る
三
篇
に
注
目
し
、
そ
の
釈
読
を
行
っ
た
上

で
、
従
来
の
伝
世
文
献
や
他
の
新
出
土
文
献
に
お
け
る
伝
承
と
比

較
し
て
、
古
聖
王
伝
承
に
お
け
る
本
文
献
の
特
質
と
意
義
に
つ
い

て
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

一
、『
舉
治
王
天
下
』
の
概
要

ま
ず
初
め
に
、『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
九
）』
の
図
版

や
釈
文
考
釈
を
参
考
に
し
て
、『
舉
治
王
天
下
』
の
概
要
を
以
下

に
箇
条
書
き
で
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

・�

原
釈
文
担
当
者
は
濮
茅
左
氏
。

〔
特
集
二
〕
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・�

本
巻
は
も
と
も
と
泥
塊
の
中
に
保
存
さ
れ
て
い
た
が
、
流
伝
の

過
程
で
残
欠
が
生
じ
た
。

・�
計
五
篇
の
文
章
が
連
続
し
て
筆
写
さ
れ
て
お
り
、
篇
と
篇
と
の

間
は
墨
節
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
て
い
る
。

・�「
古
公
見
太
公
望
」
篇
、「
文
王
訪
之
於
尚
父
舉
治
」
篇
は
、

古
公
亶
父
（
周
の
文
王
の
祖
父
）・
文
王
と
尚
父
（
太
公
望
呂

尚
）
の
「
舉
治
」（
統
治
の
方
法
に
関
す
る
）
問
答
を
記
載
し

て
い
る
。

・�「
堯
王
天
下
」
篇
、「
舜
王
天
下
」
篇
、「
禹
王
天
下
」
篇
は

堯
・
舜
・
禹
が
提
起
し
た
治
国
・
治
民
に
関
す
る
議
題
を
記
載

し
て
い
る
。

・�

全
三
十
五
簡
。
七
二
八
字
。
完
簡
は
五
枚
（
五
簡
、
六
簡
、
八

簡
、
九
簡
、
三
十
簡
）。

・�

簡
長
は
四
十
六
セ
ン
チ
、
幅
は
六
ミ
リ
、
厚
さ
は
一
二
ミ
リ

程
度
。

・�

上
下
の
簡
端
は
平
頭
。
右
契
口
。
三
道
編
綫
。

・�

上
端
か
ら
第
一
契
口
ま
で
は
一
・
四
セ
ン
チ
。
第
一
契
口
か
ら

第
二
契
口
ま
で
は
二
十
二
・
三
～
二
十
二
・
五
セ
ン
チ
。
第
二

契
口
か
ら
第
三
契
口
ま
で
は
二
十
・
三
～
二
十
・
五
セ
ン
チ
。

第
三
契
口
か
ら
下
端
ま
で
は
一
・
五
セ
ン
チ
。

・�

文
字
は
竹
黄
面
に
記
さ
れ
、
竹
青
面
に
は
文
字
は
な
い
。

・�

前
二
篇
の
完
簡
の
文
字
数
は
、
一
簡
あ
た
り
二
十
七
～
三
十
三

字
程
度
。
後
三
篇
の
完
簡
の
文
字
数
は
、
一
簡
あ
た
り
三
十
九

字
程
度
。

・�

篇
題
の
記
載
は
な
く
、「
舉
治
王
天
下
」
お
よ
び
各
篇
の
名
称

は
、
内
容
に
基
づ
い
て
整
理
者
が
付
し
た
仮
称
で
あ
る
。

注
意
を
要
す
る
の
は
、
こ
の
五
篇
の
配
列
と
ま
と
ま
り
で
あ

る
。
歴
史
の
順
番
か
ら
言
え
ば
、
堯
・
舜
・
禹
・
古
公
・
文
王
と

な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
の
五
篇
の
配
列
に
従
う
と
、
古
公
・
文

王
・
堯
・
舜
・
禹
と
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、「
古
公
見
太
公
望
」

篇
の
竹
簡
残
欠
が
大
き
い
た
め
、
明
確
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、

前
二
篇
の
完
簡
の
文
字
数
が
一
簡
あ
た
り
二
十
七
～
三
十
三
字
程

度
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
三
篇
の
完
簡
の
文
字
数
は
一
簡
あ
た

り
三
十
九
字
程
度
と
、
書
き
ぶ
り
に
も
や
や
相
違
が
あ
る
。
更

に
、
篇
と
篇
と
を
区
切
る
墨
節
が
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、

墨
節
を
確
認
で
き
る
の
は
、「
堯
王
天
下
」
篇
の
前
と
「
禹
王
天

下
」
篇
の
前
の
二
箇
所
の
み
で
あ
る
。

従
っ
て
、『
舉
治
王
天
下
』
は
、
筆
写
元
の
テ
キ
ス
ト
が
、
そ

も
そ
も
こ
の
五
篇
で
完
結
し
、
か
つ
こ
の
よ
う
な
配
列
に
な
っ
て

い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
疑
問
も
残
る
。
あ
る
い
は
筆
写
者
が

二
つ
以
上
の
筆
写
元
か
ら
、
何
ら
か
の
意
図
の
も
と
に
、
こ
の
よ

う
な
抄
写
を
行
っ
た
と
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、

前
二
篇
を
意
識
し
た
「
舉
治
」
の
語
と
、
後
三
篇
に
見
え
る
「
王
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天
下
」
の
語
と
を
接
合
さ
せ
た
「
舉
治
王
天
下
」
と
い
う
篇
題

（
仮
称
）
に
つ
い
て
も
、
や
や
疑
問
が
残
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
五
篇
は
、
い
ず
れ
も
君
臣
問
答
で
あ
る
こ

と
、
王
政
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
の
共
通
点
も
あ

り
、
現
時
点
で
、『
舉
治
王
天
下
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
評
価
が
与
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
五

篇
の
内
容
に
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
そ
れ
ほ
ど
強
い
連
続
性
は
認

め
ら
れ
ず
、
一
篇
一
篇
を
個
別
に
検
討
す
る
こ
と
は
充
分
に
可
能

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、「
文
王
訪
之
於
尚
父
舉
治
」
篇
に

つ
い
て
は
、
鄔
可
晶
「《
上
博
（
九
）・
舉
治
王
天
下
》「
文
王
訪

之
於
尚
父
舉
治
」
篇
編
連
小
議
」（
簡
帛
網
・
武
漢
大
学
簡
帛
研

究
中
心
、
二
〇
一
三
年
一
月
十
一
日
）
が
上
博
楚
簡
『
成
王
既

邦
』
と
の
編
聯
に
つ
い
て
意
見
を
提
出
し
て
お
り
、
今
後
慎
重
な

取
り
扱
い
が
必
要
と
な
る
。

二
、「
堯
王
天
下
」「
舜
王
天
下
」「
禹
王
天
下
」
釈
読

そ
れ
で
は
、
以
下
に
「
堯
王
天
下
」「
舜
王
天
下
」「
禹
王
天

下
」
三
篇
の
釈
読
（
原
文
・
書
き
下
し
文
）
を
提
示
し
た
い
。

【　

】
内
の
番
号
は
、
原
釈
文
に
付
さ
れ
た
竹
簡
番
号
。「

■
」
は

墨
釘
、「

〓
」
は
重
文
、「
■

」
は
墨
節
の
記
号
で
あ
る
。

「
堯
王
天
下
」

【
21
】
■

堯
王
天
下
備
方

■
。
恒
吝
長
明
、
行
四
…
…
【
22
】
訪

之
於
子
曰
、「
從
政
何
先
」。
禹
答
曰
、「
惟
志

■
。」
堯
…
…

【
23
】
則
物
生
、
犢
則
知
成
。
金
厚
不
流
、
玉
則
不
戡
。
堯
以
四

害
之
紊
爲
未
也
、
乃
問
於
禹
曰
、「
大
害
既
制
、
小
…
…
【
24
】

居
時
何
先
」。
曰
、「
毋
忘
其
所
不
能
」。
堯
曰
、「
嗚
呼
、
日
月
閟

間
、
歲
聿
□
…
…
【
25
】
諓
之
於
堯

〓
（
堯
、
堯
）
始
用
之
嘉

德
…
…

堯 

天
下
に
王
た
り
て
方
を
備ふ

く

す
。
恒
に
長
明
た
ら
ん
こ
と
を
吝お

し

み
、
行
四
…
…
之
を
子
に
訪
い
て
曰
く
、「
従
政
は
何
を
か
先
に

せ
ん
」。
禹
答
え
て
曰
く
、「
惟
だ
志
な
り
」。
堯
…
…
則
物
生
、

犢
則
知
成
。
金
厚
不
流
、
玉
則
不
戡
。
堯 

四
害
の
紊
を
以
て
未

だ
為
さ
ざ
る
な
り
。
乃
ち
禹
に
問
い
て
曰
く
、「
大
害
既
に
制
す
。

小
…
…
居
る
時
何
を
か
先
に
せ
ん
」。
曰
く
、「
其
の
能
わ
ざ
る
所

を
忘
る
る
毋
か
れ
」。
堯
曰
く
、「
嗚
呼
、
日
月
閟
間
、
歲
聿

□
…
…
諓
之
於
堯

〓
（
堯
、
堯
）
始
用
之
嘉
德
…
…

こ
の
篇
は
、「
天
下
に
王
」
と
な
り
四
方
を
平
定
し
た
堯
が
、

そ
の
持
続
に
つ
い
て
懸
念
を
抱
き
、「
子
」（
禹
）
を
訪
れ
て
下
問

す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
堯
は
、
ま
ず
「
従
政
」
の
際
に
優
先

す
べ
き
も
の
は
何
か
と
問
う
。
こ
れ
に
対
し
て
禹
は
「
志
」
を
大

（ 45 ）



切
に
せ
よ
と
答
え
る
。
そ
の
後
の
文
章
は
、
竹
簡
の
残
欠
も
あ

り
、
少
し
読
み
取
り
に
く
い
が
、
再
び
堯
と
禹
と
の
問
答
が
始
ま

る
。
次
の
堯
の
質
問
は
、「
平
居
」
の
際
（
平
常
時
）、
優
先
す
べ

き
も
の
は
何
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
禹
は
、
自
分
の
不
得
意
な

こ
と
（
こ
れ
ま
で
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
こ
と
）
を
忘
れ
る
な
と

答
え
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
何
よ
り
堯
と
禹
と
が
直
接
問
答
し

て
い
る
点
で
あ
る
。
下
記
の
「
禹
王
天
下
」
篇
で
も
、
禹
は
直
接

堯
に
仕
え
、
答
申
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
、『
舉
治
王

天
下
』
に
共
通
す
る
特
色
だ
と
言
え
る
。

「
舜
王
天
下
」

【
26
】
舜
王
天
下

■
、
三
苗
不
賓
、
舜
不
割
其
道
、
不
擯
其
…
…

【
27
】
…
…
曰
、「
齊
政
固
在
媺
、
請
…
…
【
28
】
…
…
失
也
。
怨

并
之
衆
人
也
、
非
能
合
德
於
世
者
也
。
…
…
【
29
】
明
則
保
國
、

知
賢
政
治

■
、
教
美
民
服
■

。

舜 

天
下
に
王
た
り
、
三
苗
賓し

た
が

わ
ず
、
舜 

其
の
道
を
割
（
害
）

せ
ず
、
其
の
…
…
を
擯す

て
ず
、
…
…
曰
く
、「
政
を
斉
う
る
は
固

よ
り
美
（
謀
）
に
在
り
、
請
う
…
…
失
也
。
怨
并
之
衆
人
也
、
能

く
徳
を
世
に
合
す
る
者
に
非
ざ
る
な
り
。
…
…
明
な
れ
ば
則
ち
国

を
保
ち
、
賢
を
知
れ
ば
政
治
ま
り
、
美
を
教
う
れ
ば
民
服
す
。

こ
の
篇
は
、
竹
簡
の
残
欠
が
大
き
く
、
君
臣
問
答
で
あ
っ
た
の

か
否
か
、
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
、
舜
が
「
天
下
に
王
」
と
な
っ

た
際
の
記
述
で
あ
る
こ
と
は
分
か
る
。
そ
し
て
、
服
従
し
な
い

「
三
苗
」
に
対
し
て
、
舜
が
「
其
の
道
を
割
（
害
）
せ
ず
」
と
温

和
な
対
応
を
取
っ
て
い
る
こ
と
も
分
か
る
。
武
力
で
は
な
く
、
徳

に
よ
っ
て
三
苗
を
服
従
さ
せ
よ
う
と
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
伝
世

文
献
、
例
え
ば
、『
書
経
』
大
禹
謨
や
『
韓
非
子
』
五
蠧
篇
に
も

記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
舜
の
伝
承
と
し
て
著
名
な
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。

但
し
、
舜
の
三
苗
（
有
苗
）
討
伐
は
、
堯
の
時
代
だ
っ
た
と

す
る
も
の
、
あ
る
い
は
禹
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
す
る
も
の
も
あ

り
（
注
1
）
、
伝
承
に
や
や
揺
れ
も
見
ら
れ
る
。

「
禹
王
天
下
」

【
29
】
■

禹
王
天
下
、
服
深
恒
厚
…
…
【
30
】
五
年
而
天
下
正
。
一

曰
、
禹
事
堯
、
天
下
大
水
。
堯
乃
就
禹
曰
、「
乞
汝
其
往
、
疏
川

起
谷
、
以
瀆
天
下
」。
禹
疏
江
爲
三
、
疏
河
【
31
】
爲
九
、
百
川

皆
導
、
塞
敷
卆

〓
（
九
十
）、
夬
瀆
三
百
、
百
糾
置
身

、
禹

使
民
以
二
和
、
民
乃
盡
力

■
、
百
川
既
【
32
】
導
、
天
下
能
恒
。

二
曰
、
禹
奉
舜
重
德
、
施
于
四
國
、
誨
以
勞
民
、
畿
而
盡
力
。
禹

奮
中
疾
志
、
有
欲
而
弗
【
33
】
違
、
深
陟
固
疏
、
有
功
而
弗
廢

■
。

三
曰
、
禹
王
天
下
昭
、
大
志
不
私
…
…
【
34
】
棄
身

■
、
生
行
勞

（ 46 ）



民
■

、
死
行
不
祭

■
、
前
行
建
功
、
中
行
固
同
、
終
行
不
［
窮
］

…
…
【
35
】
五
曰
、
恕
而
不
寡
、
不
愛
其
…
…

禹 

天
下
に
王
た
り
、
服
す
る
こ
と
深
く
恒
な
る
こ
と
厚
し
。

…
…
五
年
に
し
て
天
下
正
し
。
一
に
曰
く
、
禹 

堯
に
事
う
る
に
、

天
下
大
水
あ
り
。
堯
乃
ち
禹
に
就
き
て
曰
く
、「
乞
う
汝
其
れ
往

き
て
、
川
を
疏と

お

し
谷
を
起
し
、
以
て
天
下
に
瀆と

お

せ
」。
禹 

江
を
疏

す
こ
と
三
為
り
、
河
を
疏
す
こ
と
九
為
り
、
百
川
皆
導
き
、
塞
も

て
敷
く
こ
と
九
十
、
瀆
を
決
す
る
こ
と
三
百
、
百
た
び
糾た

だ

し
て
身

を

に
置
く
。
禹 

民
を
使
う
に
二
和
を
以
て
し
、
民
乃
ち
力

を
尽
く
す
。
百
川
既
に
導
か
れ
、
天
下
能
く
恒
あ
り
。
二
に
曰

く
、
禹 

舜
を
奉
じ
て
徳
を
重
ん
じ
、
四
国
に
施
し
、
誨お

し

え
て
以

て
民
を
労い

た

わ
り
、
畿
に
あ
り
て
力
を
尽
く
す
。
禹 
中
を
奮あ

げ
志

を
疾は

や

く
し
、
欲
す
る
こ
と
有
る
も
違
わ
ず
、
深
く
陟
り
て
固
く
疏

し
、
功
有
り
て
廃
せ
ず
。
三
に
曰
く
、
禹 

王
た
り
て
天
下
昭あ

き
らか

に
、
大
志
（
之
を
大
に
し
て
）
私
せ
ず
…
…
身
を
棄
て
、
生
行
し

て
民
を
労い

た
わり

、
死
行
し
て
祭
ら
ず
、
前
行
し
て
功
を
建
て
、
中
行

し
て
固
く
同
じ
、
終
行
し
て
窮
ま
ら
ず
…
…
五
曰
、
恕
而
不
寡
、

不
愛
其
…
…

こ
の
篇
で
は
、
ま
ず
、
禹
が
「
天
下
に
王
」
と
な
り
、
治
世
五

年
で
天
下
が
正
し
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
（
注
2
）
。
そ
し
て
、
そ
の
経

緯
を
五
点
説
明
し
て
い
る
。

第
一
は
、
禹
の
治
水
事
業
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
堯
の
統
治
下

で
、
堯
の
指
令
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
事
業
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
禹

が
堯
に
仕
え
て
い
た
時
に
大
洪
水
が
あ
り
、
堯
は
、
禹
に
対
し

て
、
現
地
に
赴
き
、
川
と
谷
を
疎
通
さ
せ
、
天
下
に
貫
通
さ
せ
よ

と
命
じ
た
。
禹
は
そ
れ
を
実
行
し
、
ま
た
民
も
禹
の
た
め
に
力
を

尽
く
し
、
す
べ
て
の
川
が
開
通
し
て
、
天
下
は
平
定
さ
れ
た
と

い
う
。

第
二
は
、
舜
の
臣
下
と
し
て
尽
力
し
た
点
で
あ
る
。
但
し
、
舜

と
禹
と
の
具
体
的
な
問
答
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

第
三
は
、
禹
自
身
が
王
と
な
り
、
天
下
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
な
お
、
竹
簡
残
欠
で
こ
の
後
に
あ
る
は
ず
の
「
四
に

曰
く
」
の
部
分
は
未
詳
で
あ
り
、「
五
に
曰
く
」
も
冒
頭
部
し
か

残
さ
れ
て
お
ら
ず
詳
細
は
分
か
ら
な
い
。

こ
の
篇
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
禹
の
治
水
伝
承
で
あ
る
。
や
は

り
禹
は
治
水
に
よ
っ
て
功
績
を
あ
げ
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
。
但
し
、
伝
世
文
献
に
お
け
る
禹
の
治
水
伝
承
と
は
や
や
異

な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
の
治
水
事
業
は
、
舜
で
は
な
く
堯
の
指

令
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
堯
の
時
、
洪
水

を
治
め
た
と
さ
れ
る
共
工
や
、
禹
の
父
で
治
水
に
失
敗
し
舜
に
殺

さ
れ
た
と
さ
れ
る
鯀
は
登
場
し
て
い
な
い
。
堯
の
時
代
の
洪
水
を

堯
の
直
接
の
下
命
に
よ
っ
て
禹
が
治
め
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

（ 47 ）



る
。
ま
た
、
先
の
「
堯
王
天
下
」
篇
と
同
じ
く
、
こ
こ
で
も
、
堯

と
禹
と
が
直
接
問
答
し
て
お
り
、
舜
は
登
場
し
て
い
な
い
。

た
だ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
竹
簡
の
誤
配
列
と
い
う
可
能
性

は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
竹
簡
の
接
続
を
誤
っ
た
た
め
に
、
あ
た
か

も
堯
と
禹
と
が
会
話
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
、
と
の
可
能
性
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
、

「
堯
王
天
下
」
篇
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

【
22
】
訪
之
於
子
曰
、「
從
政
何
先
」。
禹
答
曰
、「
惟
志

■
。」

堯
…
…

こ
の
よ
う
に
、
第
二
十
二
簡
冒
頭
に
、「
之
を
子
に
訪
い
て
曰

く
、「
従
政
は
何
を
か
先
に
せ
ん
」」
と
あ
り
、
こ
の
「
子
」
が
誰

で
あ
っ
た
の
か
は
、
直
ち
に
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
直

後
、「
禹
答
え
て
曰
く
、「
惟
だ
志
な
り
」。
堯
…
…
」
と
続
く
の

で
、
こ
の
「
子
」
は
禹
の
こ
と
で
あ
り
、
堯
と
禹
と
の
問
答
で
あ

る
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
。
同
一
竹
簡
に
筆
写
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
竹
簡
の
誤
配
列
に
よ
る
読
み
間
違
い
と
い
う
可

能
性
は
考
え
ら
れ
な
い
。

次
に
「
禹
王
天
下
」
篇
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

【
30
】
五
年
而
天
下
正
。
一
曰
、
禹
事
堯
、
天
下
大
水
。
堯

乃
就
禹
曰
、「
乞
汝
其
往
、
疏
川
起
谷
、
以
瀆
天
下
」。
禹
疏

江
爲
三
、
疏
河

こ
の
第
三
十
簡
は
、
完
簡
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
接
続
の
誤
り
と

い
っ
た
問
題
は
生
じ
得
な
い
。
し
か
も
こ
こ
で
は
、「
禹 

堯
に
事

う
る
に
、
天
下
大
水
あ
り
。
堯
乃
ち
禹
に
就
き
て
曰
く
」
と
、
明

ら
か
に
堯
と
禹
と
が
君
臣
関
係
に
置
か
れ
、
直
接
問
答
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
先
の
「
堯
王
天
下
」
篇
と
同
様
、
や
は
り
こ
の
点

が
、『
舉
治
王
天
下
』
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

な
お
、『
舉
治
王
天
下
』
の
成
立
年
代
や
地
域
性
を
う
か
が
い

得
る
直
接
的
な
材
料
は
見
ら
れ
な
い
が
、
年
代
に
関
し
て
は
、
周

知
の
通
り
、
上
博
楚
簡
の
炭
素
測
定
の
数
値
が
参
考
と
な
る
。
二

二
五
七
±
六
五
年
前
と
い
う
中
国
科
学
院
上
海
原
子
核
研
究
所
の

測
定
値
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
一
九
五
〇
年
を
定
点
と
す
る
国
際

基
準
に
従
え
ば
、
前
三
〇
八
±
六
五
年
、
す
な
わ
ち
前
三
七
三
年

か
ら
前
二
四
三
年
。
下
限
は
秦
の
将
軍
白
起
が
郢
を
占
領
し
た
前

二
七
八
年
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
書
写
年
代
は
前
三
七
三

年
か
ら
前
二
七
八
年
の
間
と
推
定
さ
れ
る
。

一
方
、
地
域
性
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
公
開
さ
れ
た
上
博
楚

簡
の
中
に
は
明
ら
か
に
楚
の
現
地
性
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
文
献

と
、
中
原
で
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
る
も
の
な
ど
が
あ
る
が
、

本
文
献
に
つ
い
て
は
、
確
定
的
な
手
が
か
り
は
な
い
。
但
し
、

楚
の
地
域
性
を
特
に
う
か
が
わ
せ
る
材
料
は
な
く
、
消
極
的
な
理

由
で
は
あ
る
が
、
中
原
の
成
立
と
い
う
可
能
性
を
考
慮
し
て
お
き

た
い
。
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三
、
伝
世
文
献
に
お
け
る
古
聖
王
伝
承

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
右
の
よ
う
な
『
舉
治
王
天
下
』
の
古
聖
王

伝
承
は
、
伝
世
文
献
に
記
さ
れ
た
伝
承
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ

る
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
ま
ず
、
禹
の
治
水
事
業
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
よ
う
。

太
古
の
治
水
伝
承
と
し
て
最
も
著
名
な
の
は
、
堯
の
時
代
の
大
洪

水
に
際
し
て
、
堯
が
鯀
（
禹
の
父
）
に
命
じ
た
が
、
鯀
が
治
水
に

失
敗
し
た
、
そ
こ
で
次
に
舜
が
禹
に
命
じ
て
治
水
を
成
功
さ
せ

た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。『
書
経
』
堯
典
、
舜
典
、
禹
貢
、
大

禹
謨
（
偽
古
文
）、『
史
記
』
五
帝
本
紀
、
夏
本
紀
、『
大
戴
礼
記
』

五
帝
徳
篇
、『
山
海
経
』
海
内
経
等
に
記
載
さ
れ
る
伝
承
で
あ
る
。

念
の
た
め
、『
書
経
』
の
記
載
を
二
つ
あ
げ
て
お
く
。

帝
曰
く
、「
咨あ

あ

四
岳
、
湯
湯
た
る
洪
水
は
方あ

ま
ねく

割
す
。
蕩
蕩

と
し
て
山
を
懐つ

つ

み
陵
に
襄の

ぼ

り
、
浩
浩
と
し
て
天
を
滔み

だ

し
、
下

民
は
其
れ
咨う

れ

う
。
有た

れ

か
能
く
俾ひ

乂が
い

す
る
」。
僉み

な

曰
く
、「
於
、

鯀
な
る
か
な
」。
帝
曰
く
、「
吁
、
咈た

が

え
る
か
な
。
命
に
方そ

む

き

族
を
圮や

ぶ

る
」。
岳
曰
く
、「
异
な
る
か
な
。
可
を
試
み
る
を
乃

ち
已
む
る
は
」。
帝
曰
く
、「
往お

お

い
に
欽つ

つ
しま

ん
か
な
」。
九
載

績
用
成
ら
ず
。（『
書
経
』
堯
典
）

誰
を
治
水
に
当
た
ら
せ
た
ら
良
い
か
と
の
堯
の
下
問
に
、
み
な

は
「
鯀
」
を
推
薦
し
た
。
そ
こ
で
鯀
に
治
水
を
命
じ
た
が
、
九
年

た
っ
て
も
実
績
は
あ
が
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
。

舜
曰
く
、「
咨あ

あ

四
岳
。
能
く
庸
を
奮
っ
て
帝
の
載こ

と

を
熙お

こ

す
も

の
有
ら
ば
、
百
揆
に
宅お

き
采
を
亮た

す

け
し
め
ん
。
恵こ

れ
疇た

れ

ぞ
」。

僉
曰
く
、「
伯
禹
を
司
空
と
作
せ
」。
帝
曰
く
、「
俞し

か

り
。
咨

禹
。
汝
は
水
土
を
平
ぐ
る
を
、
惟
れ
時こ

れ
懋つ

と

め
ん
か
な
」。

（『
書
経
』
舜
典
）

次
に
、
堯
か
ら
禅
譲
を
受
け
た
舜
の
時
代
と
な
り
、
舜
が
補
佐

役
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
皆
は
禹
を
推
薦
し
、
舜
は
禹
を
司
空
に
任

命
し
、
治
水
事
業
に
当
た
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
、
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、『
書
経
』
で
は
、
堯
の
時
代
の
治
水
は
、
鯀
が

行
っ
た
が
失
敗
し
、
改
め
て
舜
の
時
代
に
な
っ
て
、
舜
の
命
を
受

け
た
禹
が
治
水
に
成
功
し
た
、
と
の
伝
承
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、『
孟
子
』
で
は
、
こ
の
治
水
伝
承
に
や
や
揺
ら
ぎ

が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
滕
文
公
上
篇
の
伝
承
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

堯
の
時
に
当
た
り
、
天
下
猶
未
だ
平
ら
か
な
ら
ず
。
洪
水
橫

流
し
、
天
下
に
氾
濫
す
。
草
木
暢ち

よ
う

茂も

し
、
禽
獣
繁
殖
し
、

五
穀
登み

の

ら
ず
、
禽
獣
人
に
偪せ

ま

り
、
獣
蹄
鳥
跡
の
道
、
中
国
に

交
わ
る
。
堯
独
り
之
を
憂
え
、
舜
を
挙
げ
て
治
を
敷
か
し

む
。
舜 

益
を
し
て
火
を
掌
ら
し
め
、
益 

山
沢
を
烈も

や

し
て
之

を
焚や

き
、
禽
獣
逃
れ
匿
る
。
禹
九
河
を
疏
し
、
済せ

い

・
漯と

う

を
瀹や

く

し
て
、
諸
を
海
に
注
ぎ
、
汝
・
漢
を
決
し
、
淮
・
泗
を
排
し
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て
、
之
を
江
に
注
ぎ
、
然
る
後
に
中
国
得
て
食く

ら

う
べ
き
な

り
。
是
の
時
に
当
た
り
て
や
、
禹
外
に
八
年
、
三
た
び
其
の

門
を
過
ぎ
て
而
も
入
ら
ず
、
耕
さ
ん
と
欲
す
と
雖
も
、
得
ん

や
。（『
孟
子
』
滕
文
公
上
篇
）

堯
の
時
代
、
天
下
は
ま
だ
乱
れ
て
お
り
、
洪
水
も
あ
っ
た
。
そ

れ
を
憂
え
た
堯
は
舜
を
登
用
し
て
、
治
世
に
当
た
ら
せ
た
。
舜
は

禹
に
命
じ
て
治
水
事
業
を
行
わ
せ
た
。
禹
は
八
年
間
治
水
に
専
念

し
た
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
堯
︱
舜
︱
禹
と
い
う
系
譜
は
守
ら
れ

て
お
り
、
禹
が
治
水
に
当
た
っ
た
の
は
、
当
時
、
堯
の
臣
下
で

あ
っ
た
舜
の
命
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
記
述
で
は
、

治
水
の
実
施
が
堯
の
治
世
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
舜
が
禅
譲

を
受
け
て
か
ら
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
、
判
然
と
し
な
い
。

そ
こ
で
次
に
、
同
じ
く
『
孟
子
』
の
滕
文
公
下
篇
の
記
述
に
注

目
し
て
み
よ
う
。

堯
の
時
に
当
た
り
、
水
逆
行
し
、
中
国
に
氾
濫
す
。
蛇
龍
之

に
居
り
、
民
定
む
る
所
無
し
。
下
な
る
者
は
巣
を
為つ

く

り
、
上

な
る
者
は
営
窟
を
為
る
。
書
に
曰
く
、
洚こ

う

水ず
い

余わ
れ

を
警い

ま
し

む
、

と
。
洚
水
と
は
、
洪
水
な
り
。
禹
を
し
て
之
を
治
め
し
む
。

禹
地
を
掘
り
て
之
を
海
に
注
ぎ
、
蛇
龍
を
駆
り
て
之
を
菹し

よ

に

放
つ
。
水
地
中
由
り
行
く
。
江
・
淮
・
河
・
漢
是
れ
な
り
。

（『
孟
子
』
滕
文
公
下
篇
）

堯
の
時
、
大
洪
水
が
起
こ
り
、
中
国
に
氾
濫
し
た
。
そ
こ
で
堯

は
禹
に
治
水
を
命
じ
、
禹
は
大
地
を
掘
削
し
て
洪
水
を
治
め
た
。

そ
の
流
れ
が
今
の
江
・
淮
・
河
・
漢
水
で
あ
る
、
と
い
う
伝
承
で

あ
る
。
こ
こ
に
は
、
鯀
や
舜
が
登
場
し
な
い
。
治
水
は
、
堯
の
直

接
の
下
命
に
よ
り
、
禹
が
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
右
の
滕
文
公
上
篇
の
伝
承
を
単
に
省
略
し
て
記
述
し
た
も

の
と
考
え
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
別
系
統
の
伝
承
が
反

映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
こ
の
問
題
を
追
究
す
る
前
に
、
改
め
て
、
古
聖
王
の

系
譜
が
伝
世
文
献
に
ど
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
か
検
討
し

て
み
よ
う
。
結
論
を
先
に
言
え
ば
、
伝
世
文
献
に
お
い
て
は
、

「
堯
舜
」、「
舜
禹
」、「
堯
舜
禹
」、「
堯
舜
禹
湯
文
武
」、
と
い
う
系

譜
や
組
み
合
わ
せ
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
。

中
で
も
、
最
も
多
い
の
は
「
堯
舜
」
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。

ま
ず
は
『
論
語
』
の
例
で
あ
る
。

子
貢
曰
く
、「
如
し
博
く
民
に
施
し
て
能
く
衆
を
済
う
有
ら

ば
、
何
如
。
仁
と
謂
う
べ
き
か
」。
子
曰
く
、「
何
ぞ
仁
を
事

と
せ
ん
。
必
ず
や
聖
か
。
堯
舜
も
其
れ
猶
諸
を
病
め
り
」。

（『
論
語
』
雍
也
篇
）

子
貢
の
問
に
対
し
て
、
孔
子
は
、「
堯
舜
」
を
偉
大
な
「
聖
」

人
と
し
て
顕
彰
す
る
（
注
3
）
。

ま
た
、
堯
曰
篇
で
は
、
堯
︱
舜
、
舜
︱
禹
と
い
う
君
臣
関
係
を

前
提
と
す
る
伝
承
が
見
ら
れ
る
。
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堯
曰
く
、「
咨
爾
舜
。
天
の
暦
数
は
爾
の
躬
に
在
り
。
允
に

其
の
中
を
執
れ
。
四
海
困
窮
せ
ば
、
天
禄
永
く
終
え
ん
」。

舜
も
亦
た
以
て
禹
に
命
ず
。（『
論
語
』
堯
曰
篇
）

こ
の
堯
曰
篇
で
は
、
堯
が
舜
に
向
か
っ
て
訓
示
し
、
次
に
舜
が

禹
に
命
じ
た
と
さ
れ
て
い
て
、「
堯
︱
舜
」、「
舜
︱
禹
」
と
い
う

君
臣
関
係
が
確
認
で
き
る
。

次
に
、『
孟
子
』
で
は
、
孟
子
が
常
に
性
善
説
を
唱
え
、「
堯

舜
」
を
顕
彰
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

滕
文
公
世
子
為
り
し
と
き
、
将
に
楚
に
之
か
ん
と
し
、
宋
を

過
り
て
孟
子
を
見
る
。
孟
子
性
善
を
道
い
、
言
え
ば
必
ず
堯

舜
を
称
す
。（『
孟
子
』
滕
文
公
上
篇
）

ま
た
、「
堯
︱
舜
」、「
舜
︱
禹
・
皋
陶
」
と
い
う
君
臣
関
係
が

示
さ
れ
る
。

堯
は
舜
を
得
ざ
る
を
以
て
己
が
憂
い
と
為
し
、
舜
は
禹
・
皋

陶
を
得
ざ
る
を
以
て
己
が
憂
い
と
為
す
。（『
孟
子
』
滕
文
公

上
篇
）

更
に
、
次
の
資
料
で
も
、「
堯
舜
」
が
亡
く
な
っ
た
後
、
天
下

は
大
い
に
乱
れ
た
と
さ
れ
て
お
り
、「
堯
舜
」
が
顕
彰
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

堯
舜
既
に
没
し
、
聖
人
の
道
衰
う
。
暴
君

代
か
わ
る
が
わ
る

作
り
、
宮

室
を
壊
し
て
以
て
污
池
と
為
し
、
民
安
息
す
る
所
無
し
。
田

を
棄
て
て
以
て
園
囿
と
為
し
、
民
を
し
て
衣
食
す
る
を
得
ざ

ら
し
む
。
邪
説
暴
行
又
作
る
。
園
囿
・
污
地
・
沛
沢
多
く
し

て
、
禽
獣
至
る
。
紂
の
身
に
及
ん
で
、
天
下
又
大
い
に
乱

る
。（『
孟
子
』
滕
文
公
下
）

こ
う
し
た
聖
王
の
顕
彰
は
、『
荀
子
』
に
も
同
様
に
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
。

権
は
之
を
重
く
し
、
兵
は
之
を
勁つ

よ

く
し
、
名
声
は
之
を
美
に

す
。
夫
の
堯
舜
な
る
者
は
天
下
を
一
に
す
る
も
、
是
に
毫
末

も
加
う
る
能
わ
ざ
る
な
り
。（『
荀
子
』
王
制
篇
）

こ
こ
で
も
、「
堯
舜
」
の
顕
彰
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
王
制
篇
で

は
、「
堯
舜
」
を
「
天
下
を
一
」
に
し
た
代
表
者
と
し
て
顕
彰
し

て
い
る
。

禅
譲
に
関
す
る
議
論
で
も
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

世
俗
の
説
を
為
す
者
曰
く
、「
堯
舜
擅
（
禅
）
讓
せ
り
」。
是

れ
然
ら
ず
。
天
子
な
る
者
は
、
埶
（
勢
）
位
至
尊
に
し
て
、

天
下
に
敵
す
る
な
く
、
夫
れ
有
た
誰
と
与
に
讓
ら
ん
。（『
荀

子
』
正
論
篇
）

世
俗
の
認
識
で
は
、
禅
譲
し
た
王
の
代
表
者
が
「
堯
舜
」
で
あ

る
と
さ
れ
る
が
、『
荀
子
』
は
そ
の
通
説
を
否
定
し
て
い
る
。
た

だ
、
当
時
一
般
の
認
識
と
し
て
「
堯
舜
」
が
顕
彰
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
分
か
る
。

次
に
、
堯
舜
は
人
民
を
教
化
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
俗
説
に
対

し
て
、『
荀
子
』
は
そ
れ
を
否
定
す
る
。
彼
ら
の
子
供
の
朱
・
象し

ょ
う
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が
感
化
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
堯
舜
の
責
任
で
は
な
く
、

朱
・
象
が
悪
い
の
で
あ
る
と
い
う
。

世
俗
の
説
を
為
す
者
曰
く
、「
堯
舜
は
教
化
す
る
こ
と
能
わ

ず
」。
是
れ
何
ぞ
や
。
曰
く
、「
朱
・
象
す
ら
化
せ
ざ
れ
ば
な

り
」。
是
れ
然
ら
ざ
る
な
り
。
堯
舜
は
至
っ
て
天
下
の
善
く

教
化
す
る
者
な
り
。
南
面
し
て
天
下
を
聴
け
ば
、
生
民
の
属

は
振
動
従
服
し
て
以
て
之
に
化
順
せ
ざ
る
は
莫
し
。（『
荀

子
』
正
論
篇
）

性
悪
説
に
関
し
て
も
、
堯
舜
が
君
臣
関
係
と
し
て
登
場
す
る
。

堯 

舜
に
問
い
て
曰
く
、「
人
の
情
は
何
如
」。
舜
対
え
て
曰

く
、「
人
情
は
甚
だ
美よ

か
ら
ず
、
又
何
ぞ
問
わ
ん
」。（『
荀

子
』
性
悪
篇
）

こ
こ
で
は
、
堯
が
舜
に
対
し
て
、「
人
の
情
」
に
つ
い
て
質
問

し
、
舜
は
「
甚
だ
美
か
ら
ず
」
と
回
答
し
て
い
る
。
性
悪
説
を
引

き
出
す
た
め
の
故
事
で
あ
る
。

ま
た
、
賢
師
良
友
を
得
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
き
、
そ
の
代
表

的
な
実
践
者
と
し
て
「
堯
舜
禹
湯
」
を
あ
げ
る
。

賢
師
を
得
て
之
に
事
う
れ
ば
、
則
ち
聞
く
所
の
者
は
堯
舜
禹

湯
の
道
な
り
。（『
荀
子
』
性
悪
篇
）

こ
う
し
た
「
堯
舜
」
の
組
み
合
わ
せ
は
、
儒
家
系
文
献
以
外
に

も
同
様
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
、『
墨
子
』
と

『
韓
非
子
』
の
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

故
に
古
者
、
堯
は
舜
を
服
沢
の
陽
に
挙
げ
て
、
之
に
政
を
授

け
、
天
下
平
ら
か
な
り
。
禹
は
益
を
陰
方
の
中
に
挙
げ
て
、

之
に
政
を
授
け
、
九
州
成
る
。（『
墨
子
』
尚
賢
上
篇
）

ま
ず
『
墨
子
』
の
用
例
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、「
堯
︱
舜
」、

「
禹
︱
益
」、
と
い
う
君
臣
関
係
が
見
ら
れ
る
。

次
に
、『
韓
非
子
』
の
用
例
で
あ
る
。

今 

国
を
以
て
車
と
為
し
、
勢
を
以
て
馬
と
為
し
、
号
令
を

以
て
轡た

づ
なと

為
し
、
刑
罰
を
以
て
鞭
筴
と
為
し
、
堯
舜
を
し
て

之
を
御
せ
し
む
れ
ば
則
ち
天
下
治
ま
り
、
桀
紂
之
を
御
す
れ

ば
則
ち
天
下
乱
る
。
則
ち
賢
不
肖
相
去
る
こ
と
遠
け
れ
ば
な

り
。（『
韓
非
子
』
難
勢
篇
）

こ
の
難
勢
篇
で
は
、
権
勢
を
操
る
主
体
が
「
堯
舜
」
で
あ
れ
ば

天
下
は
治
ま
る
が
、「
桀
紂
」
で
あ
れ
ば
乱
れ
る
と
説
く
。

次
の
顕
学
篇
で
は
、
儒
墨
が
と
も
に
「
堯
舜
」
を
顕
彰
し
た
こ

と
、
ま
た
ど
ち
ら
が
正
統
な
学
説
か
判
別
で
き
な
い
こ
と
を
次
の

よ
う
に
指
摘
す
る
。

孔
子
・
墨
子
俱
に
堯
舜
を
道い

い
て
、
取
舍
同
じ
か
ら
ず
、
皆

自
ら
真
の
堯
舜
と
謂
う
。
堯
舜
復
た
は
生
き
ず
、
将
た
誰
に

か
儒
・
墨
の
誠
を
定
め
し
め
ん
や
。（『
韓
非
子
』
顕
学
篇
）

ま
た
、
忠
孝
篇
に
も
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

皆 
堯
舜
の
道
を
以
て
是
と
為
し
て
之
に
法
る
。
是
を
以
て

君
を
弒
す
る
有
り
、
父
に
曲
な
る
有
り
。
堯
舜
湯
武
は
、
或
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い
は
君
臣
の
義
に
反
し
、
後
世
の
教
え
を
乱
る
者
な
り
。
堯

は
人
の
君
と
為
る
も
而
し
て
其
の
臣
を
君
と
し
、
舜
は
人
の

臣
と
為
る
も
而
し
て
其
の
君
を
臣
と
し
、
湯
武
は
人
の
臣
と

為
る
も
而
し
て
其
の
主
を
弒
し
、
其
の
尸
を
刑
す
。
而
る
に

天
下
之
を
誉ほ

む
。
此
れ
天
下
の
今
に
至
る
ま
で
治
ま
ら
ざ
る

所
以
の
者
な
り
。（『
韓
非
子
』
忠
孝
篇
）

天
下
は
「
孝
悌
忠
順
」
の
道
を
尊
ぶ
が
そ
の
実
態
を
察
し
て
正

し
く
実
行
し
た
者
は
い
な
い
と
し
て
、「
堯
舜
」
お
よ
び
「
湯
武
」

の
非
道
の
さ
ま
を
指
摘
す
る
。
否
定
的
な
文
脈
で
は
あ
る
が
、

「
堯
舜
」
が
偉
大
な
聖
王
で
あ
っ
た
と
い
う
世
間
の
共
通
認
識
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
古
聖
王
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
は
、「
堯
舜
」

が
定
番
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
続
い
て
、「
舜
禹
」
の
組
み
合
わ
せ

も
多
く
見
ら
れ
る
。

子
曰
く
、「
巍
巍
乎
た
り
、
舜
禹
の
天
下
を
有
つ
や
、
与
ら

ず
」。（『
論
語
』
泰
伯
篇
）

ま
ず
右
は
、
孔
子
が
「
舜
禹
」
を
顕
彰
す
る
資
料
で
あ
る
。
彼

ら
は
天
下
の
経
営
に
直
接
関
与
し
な
か
っ
た
（
自
動
的
に
治
ま
っ

た
）
と
し
て
賞
賛
し
て
い
る
。

同
様
に
、『
孟
子
』
に
も
舜
禹
の
組
み
合
わ
せ
が
見
ら
れ
る
。

孟
子
曰
く
、「
子
路
は
人
之
に
告
ぐ
る
に
過
ち
有
る
を
以
て

す
れ
ば
則
ち
喜
ぶ
。
禹
は
善
言
を
聞
け
ば
則
ち
拝
す
。
大
舜

は
焉
よ
り
大
な
る
有
り
。
善 

人
と
同
じ
く
し
、
己
を
舍
て

て
人
に
従
い
、
人
に
取
り
て
以
て
善
を
為
す
を
楽
し
む
。
耕

稼
陶
漁
よ
り
以
て
帝
と
為
る
に
至
る
ま
で
、
人
に
取
る
に
非

ざ
る
者
無
し
。
諸
を
人
に
取
り
て
以
て
善
を
為
す
は
、
是
れ

人
と
善
を
為
す
者
な
り
。
故
に
君
子
は
人
と
善
を
為
す
よ
り

大
な
る
は
莫
し
」。（『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
）

こ
こ
で
は
、
子
路
と
禹
を
舜
に
比
べ
、
人
と
と
も
に
善
を
為
す

と
い
う
点
で
、
舜
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
舜
を
よ
り
高
く
顕
彰

す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
禹
も
一
定
の
評
価
を
得
て
い
る
。

舜
禹
の
顕
彰
は
、『
荀
子
』
に
も
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

天
下
を
一
に
し
、
万
物
を
財な

し
、
人
民
を
長
養
し
、
天
下
を

兼
利
し
、
通
達
の
属
は
従
い
服
さ
ざ
る
こ
と
莫
く
、
六
説
者

も
立
ち
ど
こ
ろ
に
息
め
、
十
二
子
者
も
遷
り
化
す
る
は
、
則

ち
聖
人
の
勢
を
得
た
る
者
に
し
て
、
舜
禹
は
是
れ
な
り
。

（『
荀
子
』
非
十
二
子
篇
）

こ
の
非
十
二
子
篇
で
は
、「
聖
人
の
勢
を
得
た
る
者
」
と
し
て

「
舜
禹
」
を
顕
彰
す
る
。
次
も
同
じ
く
「
舜
禹
」
を
顕
彰
す
る
文

章
で
あ
る
。

是
く
の
如
け
れ
ば
、
則
ち
舜
禹
も
還す

な
わち

至
り
、
王
業
も
還
ち

起
こ
り
、
功
は
天
下
を
壹
に
し
、
名
は
舜
禹
に
配
せ
ん
。

（『
荀
子
』
王
霸
篇
）

君
主
は
親
疎
・
貴
賤
を
問
わ
ず
に
有
能
の
人
を
求
め
る
べ
き
で
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あ
る
。
そ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
臣
下
も
職
階
を
気
に
す
る
こ
と
な

く
賢
人
に
譲
り
、
付
き
従
う
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
舜
禹
（
注
4
）

と
い
っ
た
聖
人
の
功
績
も
実
現
し
、
王
者
の
業
績
も
興
起
し
、
功

績
は
天
下
を
統
一
し
、
舜
禹
と
並
ぶ
名
声
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
聖
王
の
代
表
と
し
て
「
舜
禹
」
の
名

を
あ
げ
て
い
る
。

彊
国
篇
に
も
、「
舜
禹
」
の
組
み
合
わ
せ
が
見
ら
れ
る
。
力
に

よ
る
政
治
は
行
き
詰
ま
り
、
徳
に
よ
る
政
治
は
行
わ
れ
る
。
秦
は

湯
王
・
武
王
よ
り
も
威
勢
が
強
大
で
あ
り
、
舜
・
禹
よ
り
も
領
土

が
広
大
で
あ
る
が
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
憂
患
を
抱
え
て
い

る
、
と
い
う
『
荀
子
』
の
主
張
で
あ
る
。

力
術
は
止
み
、
義
術
は
行
わ
る
と
は
、
曷
の
謂
ぞ
や
。
曰

く
、
秦
の
謂
な
り
。
湯
武
よ
り
威
彊
に
し
て
、
舜
禹
よ
り
広

大
な
る
も
、
然
れ
ど
も
憂
患
は
勝あ

げ
て
校か

ぞ

う
べ
か
ら
ざ
る
な

り
。（『
荀
子
』
彊
国
篇
）

次
に
、『
韓
非
子
』
に
も
舜
と
禹
の
組
み
合
わ
せ
が
見
ら
れ
る
。

昔
者
舜
は
吏
を
し
て
鴻
水
を
決
せ
し
め
、
令
に
先
ん
じ
て
功

有
り
て
、
舜
は
之
を
殺
す
。
禹
は
諸
侯
を
会
稽
の
上
に
朝
せ

し
め
、
防
風
の
君
後お

く

れ
至
り
て
、
禹
は
之
を
斬
る
。（『
韓
非

子
』
飾
邪
篇
）

命
令
に
先
走
っ
た
者
、
命
令
に
遅
れ
た
者
は
厳
正
に
処
刑
さ
れ

る
と
い
う
主
張
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
、
舜
と
禹
の
処
刑
執
行
の
故

事
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

次
も
同
じ
く
、
舜
と
禹
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
仁
義
は
古
代

に
は
役
に
立
っ
た
と
し
て
、
舜
・
禹
の
故
事
を
あ
げ
る
が
、
今
の

時
代
に
は
役
に
立
た
な
い
と
す
る
。
時
代
が
変
わ
れ
ば
、
す
る
事

も
変
わ
る
と
い
う
『
韓
非
子
』
の
主
張
で
あ
る
。

舜
の
時
に
当
た
り
、
有
苗
服
せ
ず
、
禹
将
に
之
を
伐
た
ん
と

す
。
舜
曰
く
、「
不
可
。
上
の
徳
厚
か
ら
ざ
る
に
、
而
も
武

を
行
う
は
、
道
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
乃
ち
教
え
を
修
む
る

こ
と
三
年
、
干
戚
を
執
り
て
舞
い
、
有
苗
乃
ち
服
す
。（『
韓

非
子
』
五
蠧
篇
）

こ
う
し
て
、
堯
︱
舜
、
舜
︱
禹
と
い
う
組
み
合
わ
せ
は
数
多
く

見
ら
れ
る
が
、
更
に
、「
堯
舜
禹
」「
堯
舜
禹
湯
文
武
」
と
い
う
聖

王
の
系
譜
が
明
記
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。

舜 

天
下
を
禅ゆ

ず

り
て
之
を
禹
に
伝
う
る
や
、
禹
は
祭
器
を
作

為
す
。
墨く

ろ

く
其
の
外
を
漆
に
し
て
、
朱あ

か

く
其
の
内
を
画え

が

き
、

縵ま
ん

帛ぱ
く

を
茵し

と
ねと

為
し
、
蔣
席
は
頗は

縁え
ん

し
、
觴
酌
に
采
（
彩
）
有

り
て
、
樽そ

ん

俎そ

に
飾
り
有
り
。
此
れ
彌
々
侈
な
り
。
而
し
て
国

の
服
さ
ざ
る
者
は
三
十
三
。（『
韓
非
子
』
十
過
篇
）

ま
ず
、『
韓
非
子
』
の
用
例
で
あ
る
。
批
判
的
な
文
脈
で
あ
る

が
、
こ
こ
に
は
、
堯
、
舜
、
禹
と
い
う
聖
王
の
系
譜
が
見
ら
れ

る
。
堯
は
質
素
倹
約
に
努
め
、
服
さ
ざ
る
国
は
な
か
っ
た
が
、
堯

が
舜
に
天
下
を
譲
る
と
舜
は
食
器
に
装
飾
を
施
し
、
た
め
に
諸
侯
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は
贅
沢
に
な
っ
て
き
た
と
考
え
て
、
服
従
し
な
い
国
が
十
三
も
出

た
。
舜
が
天
下
を
禹
に
譲
る
と
、
禹
は
新
し
く
祭
器
を
作
り
、

益
々
贅
沢
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
服
従
し
な
い
国
が
三
十
三
に
も
及

ん
だ
と
い
う
。
堯
、
舜
、
禹
の
順
に
世
界
が
劣
化
し
て
い
っ
た
と

い
う
主
張
で
あ
る
。

次
は
、『
孟
子
』
の
い
わ
ゆ
る
五
百
年
周
期
説
の
中
に
見
え
る

聖
人
の
系
譜
で
あ
る
。

孟
子
曰
く
、「
堯
舜
由よ

り
湯
に
至
る
ま
で
、
五
百
有
余
歳
。

禹
・
皋
陶
の
若
き
は
、
則
ち
見
て
之
を
知
り
、
湯
の
若
き

は
、
則
ち
聞
き
て
之
を
知
る
。
湯
由
り
文
王
に
至
る
ま
で
、

五
百
有
余
歳
。
伊
尹
・
萊
朱
の
若
き
は
則
ち
見
て
之
を
知

り
、
文
王
の
若
き
は
、
則
ち
聞
き
て
之
を
知
る
。
文
王
由
り

孔
子
に
至
る
ま
で
、
五
百
有
余
歳
。
太
公
望
・
散
宜
生
の
若

き
は
、
則
ち
見
て
之
を
知
り
、
孔
子
の
若
き
は
、
則
ち
聞
き

て
之
を
知
る
。
孔
子
由
り
而
来
、
今
に
至
る
ま
で
、
百
有
余

歳
。
聖
人
の
世
を
去
る
こ
と
、
此
く
の
若
く
其
れ
未
だ
遠
か

ら
ざ
る
な
り
。
聖
人
の
居
に
近
き
こ
と
、
此
く
の
若
く
其
れ

甚
し
き
な
り
。
然
り
而
し
て
有
る
こ
と
無
し
と
す
れ
ば
、
則

ち
亦
た
有
る
こ
と
無
か
ら
ん
」。（『
孟
子
』
尽
心
下
篇
）

こ
こ
で
は
、
堯
、
舜
、
禹
、
湯
、
文
、
武
、
孔
子
と
い
う
聖
人

の
系
譜
と
そ
の
時
間
的
な
間
隔
を
説
く
（
注
5
）
。

『
荀
子
』
も
同
様
の
聖
王
の
系
譜
を
念
頭
に
置
き
、「
両
帝
四

王
」（
注
6
）
の
軍
事
活
動
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
主
張
を
展
開
す
る
。

是
を
以
て
堯
は
驩
兜
を
伐
ち
、
舜
は
有
苗
を
伐
ち
、
禹
は
共

工
を
伐
ち
、
湯
は
有
夏
を
伐
ち
、
文
王
は
崇
を
伐
ち
、
武
王

は
紂
を
伐
つ
。
此
の
両
帝
四
王
は
、
皆
仁
義
の
兵
を
以
て
、

天
下
に
行
う
な
り
。（『
荀
子
』
議
兵
篇
）

「
仁
義
の
兵
」
を
天
下
に
行
っ
た
代
表
例
と
し
て
、
堯
、
舜
、

禹
、
湯
、
文
、
武
の
挙
兵
を
あ
げ
る
。

一
方
、
道
家
系
の
文
献
で
は
、
更
に
黄
帝
が
加
わ
り
、
黄
帝
、

堯
、
舜
、
禹
、
湯
、
文
、
武
と
い
う
聖
王
の
系
譜
が
語
ら
れ
る
。

世
の
高
し
と
す
る
所
は
、
黄
帝
に
若
く
は
莫
き
も
、
黄
帝
す

ら
尚
お
徳
を
全
う
す
る
能
わ
ず
し
て
、
涿
鹿
の
野
に
戦
い
、

流
血
百
里
な
り
。
堯
は
不
慈
、
舜
は
不
孝
、
禹
は
偏
枯
、
湯

は
其
の
主
を
放
ち
、
武
王
は
紂
を
伐
ち
、
文
王
は
羑
里
に
拘

わ
る
。
此
の
六
子
は
、
世
の
高
し
と
す
る
所
な
り
。
之
を
孰

論
す
る
に
、
皆
利
を
以
て
其
の
真
を
惑
わ
し
て
、
強
い
て
其

の
情
性
に
反
く
。
其
の
行
乃
ち
甚
だ
羞
ず
べ
き
な
り
。（『
荘

子
』
盜
跖
篇
）

こ
の
よ
う
に
、『
荘
子
』
で
は
、
先
秦
の
儒
家
系
文
献
に
見
ら

れ
な
い
黄
帝
が
筆
頭
と
な
っ
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
次
の
天

下
篇
に
も
同
様
に
、
黄
帝
、
堯
、
舜
、
禹
、
湯
、
文
、
武
と
い
う

聖
王
の
系
譜
が
見
ら
れ
る
。

黄
帝
に
咸
池
有
り
、
堯
に
大
章
有
り
、
舜
に
大
韶
有
り
、
禹
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に
大
夏
有
り
、
湯
に
大
濩
有
り
、
文
王
に
辟
雍
の
楽
有
り
、

武
王
周
公
は
武
を
作
れ
り
。
古
の
喪
礼
は
、
貴
賤
に
儀
有

り
、
上
下
に
等
有
り
。
天
子
は
棺
槨
七
重
、
諸
侯
は
五
重
、

大
夫
は
三
重
、
士
は
再
重
。
今
墨
子
独
り
生
き
て
歌
わ
ず
、

死
し
て
服
せ
ず
、
桐
棺
三
寸
に
し
て
槨
无
く
、
以
て
法
式
と

為
す
。（『
荘
子
』
天
下
篇
）

以
上
、
伝
世
文
献
に
お
け
る
古
聖
王
の
記
載
を
確
認
し
て
み
た

が
、「
堯
舜
」「
舜
禹
」「
堯
舜
禹
」「
堯
舜
禹
湯
文
武
」
と
い
う
聖

王
の
系
譜
が
前
提
と
な
っ
た
記
述
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
分
か

る
（
注
7
）
。
で
は
、
や
は
り
、『
舉
治
王
天
下
』
の
よ
う
に
、
堯
と

禹
と
が
直
接
の
君
臣
関
係
に
置
か
れ
、
問
答
を
す
る
と
い
う
伝
承

は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
次
に
、
近
年
発
見
さ
れ

た
他
の
新
出
土
文
献
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
み
よ
う
。

四
、
新
出
土
文
献
に
お
け
る
古
聖
王
伝
承

ま
ず
郭
店
楚
簡
を
取
り
上
げ
る
。
一
九
九
三
年
、
湖
北
省
荊
門

市
郭
店
一
号
墓
か
ら
出
土
し
、
一
九
九
八
年
に
『
郭
店
楚
墓
竹

簡
』
と
し
て
そ
の
全
容
が
公
開
さ
れ
た
郭
店
楚
簡
の
中
に
は
、
古

聖
王
伝
承
に
関
わ
る
資
料
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

天
有
り
人
有
り
、
天
人
に
分
有
り
。
天
人
の
分
を
察
す
れ

ば
、
行
う
所
を
知
る
。
其
の
人
有
る
も
其
の
世
亡な

け
れ
ば
、

賢
と
雖
も
行
わ
れ
ず
、
苟
も
其
の
世
有
れ
ば
、
何
の
難
き
か

之
れ
有
ら
ん
や
。
舜
は
歴
山
に
耕
し
、
河
の
滸
に
陶
拍
す
る

も
、
立
ち
て
天
子
と
為
る
は
、
堯
に
遇
え
ば
な
り
。（
郭
店

楚
簡
『
窮
達
以
時
』）

ま
ず
、
こ
の
『
窮
達
以
時
』
は
、『
荀
子
』
に
先
行
す
る
「
天

人
の
分
」
の
思
考
が
見
ら
れ
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
、
舜
が
庶
人
か
ら
天
子
に
な
れ
た
の
は
、
堯
に

遇
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
人
の
窮
達
は
「
時
」
に

よ
る
と
い
う
の
が
そ
の
主
旨
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
堯
舜
が
君
臣

関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
じ
く
郭
店
楚
簡
の
『
唐
虞
之
道
』
で
は
、
聖
王
の
禅

譲
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
堯
か
ら
舜
へ
の
禅
譲
は

明
記
さ
れ
高
く
評
価
さ
れ
る
一
方
、
舜
か
ら
禹
へ
の
禅
譲
に
は
触

れ
ら
れ
ず
、
禹
に
つ
い
て
は
そ
の
治
水
事
業
が
取
り
上
げ
ら
れ
る

の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
禅
譲
を
唯
一
の
王
位
継
承
方
法
と
考
え

る
『
唐
虞
之
道
』
独
特
の
思
考
に
よ
る
。
禅
譲
さ
れ
、
ま
た
禅
譲

し
た
唯
一
の
古
聖
王
と
し
て
舜
を
顕
彰
す
る
一
方
、
禅
譲
さ
れ
な

が
ら
、
実
子
の
啓
に
王
位
を
世
襲
し
た
禹
に
は
言
及
し
た
く
な
い

と
い
う
意
図
が
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

唐
虞
の
道
は
、
禅ゆ

ず

り
て
伝
え
ず
。
堯
舜
の
王
た
る
や
、
天
下

を
利
し
て
利
と
せ
ざ
る
な
り
。
禅
り
て
伝
え
ざ
る
は
、
聖
の
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盛
ん
な
る
な
り
。（
郭
店
楚
簡
『
唐
虞
之
道
』）

次
も
同
じ
く
、『
唐
虞
之
道
』
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
、「
愛
親

尊
賢
」
と
い
う
点
で
、「
堯
舜
」
が
顕
彰
さ
れ
て
い
る
。

堯
舜
の
行
い
は
、
親
を
愛
し
賢
を
尊
ぶ
な
り
。（
郭
店
楚
簡

『
唐
虞
之
道
』）

も
っ
と
も
、『
唐
虞
之
道
』
も
禹
を
顕
彰
し
な
い
訳
で
は
な
い
。

次
の
箇
所
で
は
、
舜
の
次
に
禹
の
治
水
事
業
を
顕
彰
し
て
い
る
。

し
か
し
、
や
は
り
舜
か
ら
禹
へ
の
禅
譲
に
つ
い
て
は
明
確
な
言
及

が
な
い
。
ま
た
、
堯
と
禹
と
の
直
接
的
関
係
も
説
か
れ
て
い
な
い
。

親
を
愛
し
賢
を
尊
ぶ
は
、
虞
舜
其
の
人
な
り
。
禹
は
水
を
治

め
、
益
は
火
を
治
め
、
后
稷
は
土
を
治
め
、
民
を
養
う
に
足

ら
し
む
る
な
り
。（
郭
店
楚
簡
『
唐
虞
之
道
』）

そ
し
て
、
君
臣
関
係
が
明
記
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
堯
と
舜
で

あ
る
。
以
下
の
部
分
で
は
、
堯
が
舜
を
登
用
し
た
理
由
を
説
明
し

て
い
る
。

古
者
、
堯
の
舜
を
挙
ぐ
る
や
、
舜
の
孝
な
る
を
聞
き
、
其
の

能
く
天
下
を
養
う
を
知
れ
ば
な
り
。（
郭
店
楚
簡
『
唐
虞
之

道
』）

次
に
、
郭
店
楚
簡
『
緇
衣
』
を
取
り
上
げ
よ
う
。
内
容
は
、
現

行
本
『
礼
記
』
緇
衣
篇
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
禹
が
登
場
す

る
（
注
8
）
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
禹
の
治
世
は
三
年
で
完
成
し
た
が
、

そ
れ
は
、
も
と
も
と
民
に
仁
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
と
い
う
。

こ
こ
で
は
、
禹
は
単
独
で
登
場
し
、
堯
や
舜
と
の
関
係
に
は
触
れ

ら
れ
な
い
。

子
曰
く
、
禹 

立
つ
こ
と
三
年
に
し
て
、
百
姓
仁
を
以
て
道

び
か
る
る
も
、
豈
に
必
ず
し
も
仁
を
尽
く
さ
ん
や
。（
郭
店

楚
簡
『
緇
衣
』）

次
に
、
清
華
簡
『
良
臣
』
を
取
り
上
げ
る
。
清
華
大
学
蔵
戦
国

竹
簡
（
略
称
「
清
華
簡
」）
は
、
二
〇
一
〇
年
に
『
清
華
大
学
蔵

戦
国
竹
簡
（
壹
）』
と
し
て
公
開
が
始
ま
っ
た
が
、『
良
臣
』
は
そ

の
第
三
分
冊
（
二
〇
一
二
年
十
二
月
刊
行
）
に
収
録
さ
れ
た
文
献

で
あ
る
。

堯
の
相
は
舜
、
舜
に
禹
有
り
、
禹
に
伯
夷
有
り
、
益
有
り
、

史
皇
有
り
、
咎
囚
有
り
。（
清
華
簡
『
良
臣
』）

『
良
臣
』
は
、
黄
帝
か
ら
説
き
始
め
、
春
秋
時
代
の
諸
侯
に
至

る
ま
で
、
そ
の
「
良
臣
」
を
列
挙
す
る
と
い
う
興
味
深
い
文
献
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
堯
の
宰
相
が
舜
、
舜
の
臣
下
が
禹
、
と
明

記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
に
も
関
係
資
料
が
見
ら
れ
る
。
銀
雀

山
漢
墓
竹
簡
は
一
九
七
二
年
に
発
見
さ
れ
た
後
、
一
九
八
五
年
に

『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
（
壹
）』
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
続
編
の
公
開
が

滞
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
〇
年
に
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡

（
貳
）』
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
中
に
「
論
政
論
兵
之
類
」
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
た
五
十
篇
の
古
逸
文
献
が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
一
篇
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に
「
選
卒
」
が
あ
る
。

…
…
禹
は
選
卒
万
人
を
以
て
三
苗
に
勝
つ
。
湯
は
選
卒
七
千

人
を
以
て
桀
を
逐
い
、
之
が
天
下
を
奪
う
。
武
王
は
選
卒
虎

賁
三
千
人
を
以
て
牧
の
野
に
□
、
紂
を
殺
し
、
之
が
天
下
を

奪
う
。（『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
（
貳
）』
所
収
論
政
論
兵
之
類

「
選
卒
」）

竹
簡
に
残
欠
が
あ
り
、
禹
の
前
に
も
類
似
の
文
が
あ
っ
た
か
ど

う
か
未
詳
で
あ
る
が
、
禹
、
湯
、
文
、
武
の
軍
事
行
動
が
「
選

卒
」（
選
抜
し
た
精
鋭
兵
）
に
よ
る
勝
利
で
あ
っ
た
こ
と
を
説
い

て
い
る
。

同
じ
く
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
（
貳
）』
所
収
「
論
政
論
兵
之
類
」

の
中
に
「
君
臣
問
答
」
が
あ
る
。
内
容
は
、（
一
）
堯
與
善
巻
・

許
由
、（
二
）
舜
與
牟
成

、（
三
）
禹
、
の
三
節
と
し
て
整
理
さ

れ
て
い
る
が
、
竹
簡
の
残
欠
が
甚
だ
し
く
釈
読
が
困
難
で
あ
る
。

但
し
、
堯
と
善
巻
・
許
由
と
の
問
答
、
舜
と
牟
成

と
の
問
答
が

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
分
か
る
。
禹
は
誰
と
の
問
答
で
あ
る
か
不

明
で
あ
る
。

最
後
に
、
上
博
楚
簡
を
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
、
本
稿
で
注
目
し

て
い
る
第
九
分
冊
所
収
『
舉
治
王
天
下
』
は
五
篇
か
ら
な
る
文
献

で
あ
る
が
、
そ
の
内
の
「
文
王
訪
之
於
尚
父
舉
治
」
篇
に
も
古
聖

王
の
名
が
見
え
る
。
竹
簡
の
接
続
に
未
詳
の
部
分
が
あ
る
が
、
文

王
と
太
公
望
（
尚
父
）
の
問
答
の
中
に
、「
舜
」「
四
帝
二
王
」

「
黄
帝
」「
堯
」「
湯
」
の
名
が
見
え
る
。
王
の
系
譜
に
つ
い
て
は

未
詳
で
あ
り
、「
禹
」
の
名
は
見
え
な
い
。

同
じ
く
上
博
楚
簡
の
第
九
分
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
史

問

於
夫
子
』
も
注
目
さ
れ
る
。
竹
簡
の
断
裂
が
大
き
く
、
読
み
取
り

に
く
い
部
分
が
多
い
が
、
文
中
に
「
禹
湯
」
の
統
治
を
規
範
と
す

べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

次
に
、
第
二
分
冊
所
収
の
『
容
成
氏
』
は
、
古
代
帝
王
「
容
成

氏
」
か
ら
周
の
文
王
・
武
王
に
至
る
ま
で
の
王
者
の
系
譜
を
記
し

つ
つ
、
そ
の
王
位
継
承
の
さ
ま
を
論
ず
る
文
献
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
禅
譲
の
み
を
王
朝
交
代
の
理
想
と
し
て
掲
げ
て
い
て
、
右
の

郭
店
楚
簡
『
唐
虞
之
道
』
と
類
似
す
る
が
、『
容
成
氏
』
は
、
堯

舜
禹
だ
け
で
は
な
く
、
容
成
氏
か
ら
武
王
に
至
る
中
国
の
歴
史
全

体
を
扱
お
う
と
す
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
そ
こ
に
記
述
さ
れ
る
堯

舜
禹
自
体
の
系
譜
は
伝
世
文
献
と
も
合
致
す
る
。
堯
は
老
衰
に
よ

り
、
舜
に
禅
譲
し
、
王
位
に
就
い
た
舜
は
、
四
人
の
賢
人
を
登
用

す
る
。
そ
の
一
人
で
あ
る
禹
は
、
司
工
に
任
ぜ
ら
れ
、
治
水
事
業

を
命
じ
ら
れ
る
。
そ
の
治
水
の
さ
ま
は
、『
書
経
』
禹
貢
に
記
述

さ
れ
る
も
の
と
は
異
な
る
が
、
舜
の
下
命
に
よ
っ
て
禹
が
治
水
を

敢
行
し
、
中
国
全
土
を
治
め
た
と
い
う
大
局
に
は
相
違
が
な
い
。

そ
し
て
、
そ
の
業
績
と
禹
が
賢
人
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
舜
が
三

顧
の
礼
に
よ
っ
て
禹
に
禅
譲
し
た
と
さ
れ
る
（
注
9
）
。

ま
た
、
同
第
二
分
冊
所
収
の
『
子
羔
』
に
も
、
子
羔
と
孔
子
の
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問
答
の
中
に
、「
堯
舜
」
と
「
三
王
」（
禹
・
契
・
后
稷
）
に
関
す

る
記
述
が
見
え
る
。「
堯
舜
」
部
分
で
は
、
禅
譲
に
関
す
る
議
論

が
見
え
、「
三
王
」
部
分
で
は
、
そ
の
父
が
卑
し
い
身
分
で
あ
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
天
子
と
な
っ
た
こ
と
が
話
題
と
さ
れ
て
い
る
。

前
半
の
「
堯
舜
」
部
分
と
後
半
の
「
三
王
」
部
分
に
は
強
い
連
続

性
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ゆ
る
や
か
な
堯
舜
禹
の
系
譜
は
確

認
で
き
る
と
言
え
よ
う
（
注
10
）
。

こ
の
よ
う
に
、
郭
店
楚
簡
、
上
博
楚
簡
、
清
華
簡
、
銀
雀
山
漢

墓
竹
簡
等
に
記
さ
れ
た
古
聖
王
の
記
述
を
検
討
し
て
き
た
が
、
い

ず
れ
も
、
先
に
確
認
し
た
伝
世
文
献
に
お
け
る
聖
王
の
系
譜
と
基

本
的
に
は
矛
盾
し
な
い
こ
と
が
分
か
る
。「
堯
舜
」
あ
る
い
は

「
堯
舜
禹
」
と
い
う
古
聖
王
の
系
譜
が
こ
れ
ら
の
文
献
に
も
う
か

が
え
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
堯
と
禹
の
問
答
を
記
す
上
博
楚
簡
『
舉
治
王
天

下
』
は
、
や
は
り
異
色
の
伝
承
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

五
、
堯
と
禹

そ
こ
で
、
改
め
て
伝
世
文
献
の
中
に
、『
舉
治
王
天
下
』
の
伝

承
と
類
似
す
る
も
の
は
な
い
か
、
精
査
し
て
み
よ
う
。
す
る
と
、

右
の
諸
伝
承
と
異
な
り
、
堯
と
禹
と
が
君
臣
関
係
に
置
か
れ
、
あ

る
い
は
組
み
合
わ
さ
れ
て
顕
彰
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
『
荘
子
』
の
例
を
検
討
し
て
み
る
。

昔
者
、
堯
は
叢
・
快
（
膾
）・
胥
敖
を
攻
め
、
禹
は
有ゆ

う

扈こ

を

攻
む
。
国
は
虚
厲
と
為
り
、
身
は
刑
戮
と
為
る
。
其
の
兵
を

用
い
て
止
ま
ず
、
其
の
実
を
求
め
て
已
む
こ
と
无
け
れ
ば
な

り
。
是
れ
皆
名
実
を
求
む
る
者
な
り
。（『
荘
子
』
人
間
世
篇
）

こ
の
人
間
世
篇
で
は
、
聖
王
に
よ
る
挙
兵
の
例
と
し
て
、
堯
と

禹
と
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
お
り
、
舜
の
名
は
見
え
な
い
。
但
し
、

ほ
ぼ
同
文
を
引
く
斉
物
論
篇
で
は
、「
昔
者
、
堯
は
舜
に
問
い
て

曰
く
、
我
は
宗
膾
骨
敖
を
伐
た
ん
と
欲
す
。
南
面
し
て
釈
然
た
ら

ず
。
其
の
故
何
ぞ
や
。
舜
曰
く
、
…
…
」
と
堯
舜
の
問
答
と
な
っ

て
い
て
、
禹
は
登
場
し
な
い
。
同
一
文
献
の
中
の
同
様
の
故
事
に

お
い
て
堯
禹
か
堯
舜
か
に
揺
れ
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
と

も
か
く
堯
禹
の
組
み
合
わ
せ
が
見
ら
れ
る
用
例
で
あ
る
。

次
は
『
荀
子
』
の
記
述
で
、「
堯
禹
」
と
し
て
顕
彰
す
る
も
の

で
あ
る
。

以
て
身
を
修
め
自
ら
強つ

と

む
れ
ば
、
則
ち
名
は
堯
禹
に
配
し
、

通
に
時お

る
に
宜
し
く
窮
に
処
る
に
も
利よ

ろ

し
。
礼
は
信
に
是
れ

な
り
。（『
荀
子
』
修
身
篇
）

こ
こ
で
は
、
礼
に
よ
っ
て
身
を
修
め
努
力
す
れ
ば
、
堯
や
禹
に

も
並
ぶ
こ
と
が
で
き
、
窮
達
い
ず
れ
に
も
対
応
で
き
る
と
説

く
（
注
11
）
。

次
も
同
じ
く
「
堯
禹
」
と
し
て
顕
彰
す
る
も
の
で
あ
る
。
堯
禹
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も
、先
天
的
に
備
わ
っ
て
い
た
者
で
は
な
く
、旧
態
を
改
め
作
為
的

努
力
を
尽
く
し
た
後
に
完
成
し
た
者
で
あ
る
と
説
い
て
い
る（
注
12
）
。

堯
禹
な
る
者
も
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
具そ

な

わ
る
者
に
非

ず
。
夫
れ
変
故
に
起
こ
り
、
脩
為
に
成
り
、
尽
く
す
を
待
ち

て
而
る
後
に
備
わ
る
者
な
り
。（『
荀
子
』
栄
辱
篇
）

ま
た
、
次
も
同
じ
く
「
堯
禹
」
と
し
て
顕
彰
す
る
も
の
で
あ

る
。「
学
」
に
よ
っ
て
人
は
向
上
し
、「
堯
禹
」
に
も
並
ぶ
こ
と
が

で
き
る
と
説
く
。

我
賤
よ
り
し
て
貴
く
、
愚
よ
り
し
て
智
に
、
貧
よ
り
し
て
富

ま
ん
こ
と
を
欲
す
。
可
な
ら
ん
か
。
曰
く
、
其
れ
唯
だ
学

か
。
彼
の
学
な
る
者
は
、
之
を
行
え
ば
、
曰
ち
士
な
り
、
焉

を
敦つ

慕と

む
れ
ば
、
君
子
な
り
、
之
を
知
れ
ば
、
聖
人
な
り
。

上
は
聖
人
と
為
り
、
下
は
士
君
子
と
為
る
に
、
孰
れ
か
我
を

禁
ぜ
ん
や
。
郷さ

き

に
は
混
然
た
る
涂み

ち

の
人
な
る
に
、
俄
か
に
し

て
堯
禹
に
並
ぶ
。
豈
に
賤
し
き
よ
り
貴
き
に
あ
ら
ざ
ら
ん

や
。（『
荀
子
』
儒
效
篇
）

同
様
に
、「
堯
禹
」
を
組
み
合
わ
せ
て
顕
彰
す
る
例
と
し
て
は
、

更
に
次
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。

此
に
物
有
り
。
居
る
と
き
は
則
ち
周
静
に
し
て
下
き
を
致き

わ

め
、
動
く
と
き
は
則
ち
高
き
を
綦き

わ

め
て
以
て
鉅
（
大
）
な

り
。
円
な
る
者
は
規
に
中
り
、
方
な
る
者
は
矩
に
中
り
、
大

な
る
こ
と
天
地
に
も
参な

ら

び
、
徳
は
堯
禹
よ
り
厚
く
、
毫
毛
よ

り
精
微
に
し
て
、
大
寓
（
宇
）
に
充
盈
す
。（『
荀
子
』
賦
篇
）

天
下
の
治
ま
ら
ざ
る
は
、
孫
卿
の
時
に
遇
わ
ざ
れ
ば
な
り
。

徳
は
堯
禹
の
若
く
な
る
に
、
世 

之
を
知
る
も
の
少
な
し
。

（『
荀
子
』
堯
問
篇
）

前
者
は
、「
雲
」
の
賦
の
中
で
、
雲
の
徳
の
厚
さ
を
「
堯
禹
」

に
喩
え
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
荀
子
の
徳
の
厚
さ
を
「
堯
禹
」

に
喩
え
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
荀
子
』
で
は
、「
堯
禹
」
の
顕
彰
が
比
較
的
多

く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
先
に
検
討
し
た
通
り
、「
堯
舜
」
や

「
堯
舜
禹
湯
」
と
い
っ
た
組
み
合
わ
せ
で
語
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、

決
し
て
統
一
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
次

の
王
霸
篇
の
記
述
も
注
目
さ
れ
る
。

故
に
国
を
治
む
る
に
道
有
り
、
人
主
に
職
有
り
。
…
…
是
く

の
若
け
れ
ば
則
ち
天
下
を
一
に
し
て
、
名
は
堯
禹
に
も
配
せ

ん
。（『
荀
子
』
王
霸
篇
）

国
を
治
め
る
道
（
細
々
と
し
た
政
務
は
小
吏
役
人
に
任
せ
る
こ

と
）
と
人
主
の
職
（
有
能
な
宰
相
を
任
用
し
て
群
臣
小
役
人
た
ち

を
正
道
に
つ
か
せ
る
こ
と
）
を
全
う
す
れ
ば
、
そ
の
名
声
は
「
堯

禹
」
に
も
並
ぶ
と
説
く
も
の
で
あ
る
が
、
先
に
取
り
上
げ
た
同
篇

の
「
如
是
、
則
舜
禹
還
至
、
王
業
還
起
、
功
壹
天
下
、
名
配
舜

禹
」
で
は
、
類
似
の
言
い
回
し
で
あ
り
な
が
ら
、
当
該
箇
所
が

「
舜
禹
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
同
一
文
献
の
中
で
や
や
揺
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れ
の
あ
る
例
で
あ
る
。

更
に
、
次
の
性
悪
篇
で
は
、
同
一
章
の
中
に
「
堯
舜
」
と
「
堯

禹
」
と
が
混
在
し
て
い
る
。

凡
そ
人
の
性
な
る
者
は
、
堯
舜
（
禹
）
の
桀
跖
に
与お

け
る

も
、
其
の
性
は
一
な
り
。
君
子
の
小
人
に
与
け
る
も
、
其
の

性
は
一
な
り
。
今
将
に
礼
儀
積
偽
を
以
て
人
の
性
と
為
さ
ん

か
。
然
ら
ば
則
ち
有ま

た
曷な

ん

ぞ
堯
禹
を
貴
ば
ん
。
曷
ぞ
君
子
を

貴
ば
ん
。（『
荀
子
』
性
悪
篇
）

「
堯
舜
の
桀
跖
に
与
け
る
も
」
の
部
分
に
は
問
題
が
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
金
谷
治
『
荀
子
』
は
、
諸
本
に
は
「
堯
舜
」
と
あ
る

が
、
下
文
よ
り
す
れ
ば
、「
堯
禹
」
の
誤
写
で
あ
る
と
し
て
、
改

め
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
同
一
章
の
中
で
、
堯
舜
な
の
か

堯
禹
な
の
か
、
少
し
揺
れ
の
あ
る
例
で
あ
る
。

儒
家
系
以
外
の
文
献
で
は
、
先
に
『
荘
子
』
を
あ
げ
た
が
、
そ

れ
以
外
に
も
、
堯
禹
の
組
み
合
わ
せ
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。
ま

ず
は
、『
鶡
冠
子
』
の
用
例
で
、
聖
王
の
討
伐
の
例
と
し
て
、
堯

と
禹
と
を
あ
げ
る
。
こ
こ
に
舜
は
出
て
こ
な
い
。

堯
は
有
唐
を
伐
ち
、
禹
は
有
苗
を
服
す
。（『
鶡
冠
子
』
世
兵

篇
）

同
じ
く
、
舜
が
登
場
せ
ず
、
堯
と
禹
と
が
組
み
合
わ
せ
ら
れ
る

も
の
と
し
て
、『
韓
非
子
』
の
用
例
が
あ
る
。

堯
の
天
下
に
王
た
る
や
、
茅ぼ

う

茨じ

翦き

ら
ず
、
采さ

い

椽て
ん

斲け
ず

ら
ず
、
糲れ

い

粢し

の
食
、
藜れ

い

藿か
く

の
羹
に
し
て
、
冬
日
は
麑げ

い

裘き
ゆ
う、

夏
日
は
葛

衣
、
監
門
の
服
養
と
雖
も
、
此
よ
り
虧
け
ず
。
禹
の
天
下
に

王
た
る
や
、
身
ず
か
ら
耒ら

い

臿そ
う

を
執
り
て
以
て
民
の
先
と
為

り
、
股も

も

に
胈は

つ

無
く
、
脛
に
毛
を
生
ぜ
ず
、
臣
虜
の
労
と
雖
も

此
よ
り
苦
し
か
ら
ず
。（『
韓
非
子
』
五
蠧
篇
）

こ
こ
で
は
、
天
子
の
位
を
譲
っ
た
と
い
う
の
は
、
せ
い
ぜ
い
門

番
の
暮
ら
し
を
や
め
下
僕
や
奴
隷
の
労
働
か
ら
逃
れ
た
と
い
う
ま

で
で
、
天
下
を
人
に
与
え
た
か
ら
と
い
っ
て
賞
賛
す
る
ま
で
の
こ

と
は
な
い
と
説
く
。「
天
下
に
王
」
と
な
り
な
が
ら
、
質
素
な
暮

ら
し
を
し
て
い
た
者
の
代
表
と
し
て
堯
と
禹
を
あ
げ
る
。

ま
た
、
成
立
年
代
は
未
詳
で
あ
る
が
、
次
の
『
世
本
』
に
も
、

堯
が
禹
に
直
接
下
命
し
て
い
る
例
が
見
え
る
。

堯 

禹
を
し
て
宮
室
を
作
ら
し
む
。（『
世
本
』（
孫
馮
翼
集

本
）
作
篇
）

更
に
、
時
代
は
下
る
が
、『
史
記
』
に
も
「
堯
禹
」
の
例
が
見

え
る
。故

に
申
子
「
天
下
を
有
つ
も
而
し
て
恣
睢
せ
ず
、
之
を
命
づ

け
て
天
下
を
以
て
桎
梏
と
為
す
と
曰
う
」
と
曰
う
者
は
、
他

無
し
。
督
責
す
る
能
わ
ず
し
て
、
顧
み
て
其
の
身
を
以
て
天

下
の
民
に
労
す
る
こ
と
、
堯
禹
然
の
若
し
。
故
に
之
を
「
桎

梏
」
と
謂
う
な
り
。（『
史
記
』
李
斯
列
伝
）

こ
こ
で
は
、
天
下
の
た
め
に
身
を
尽
く
し
て
労
働
し
た
聖
王
と
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し
て
「
堯
禹
」
を
あ
げ
る
。

ま
た
、
次
の
太
史
公
言
で
は
、
事
業
を
成
功
さ
せ
ら
れ
な
か
っ

た
堯
が
、
禹
を
得
て
は
じ
め
て
天
下
が
安
寧
に
な
っ
た
と
説
く
。

太
史
公
曰
く
、
…
…
堯 

賢
と
雖
も
、
事
業
を
興
し
て
成
ら

ず
、
禹
を
得
て
九
州
寧
ら
か
な
り
。（『
史
記
』
匈
奴
列
伝
）

以
上
、
伝
世
文
献
に
お
い
て
「
堯
禹
」
の
用
例
に
注
目
し
て
き

た
が
、
数
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
確
か
に
そ
う
し
た
用
例
は
存
在

す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
堯
舜
禹
湯
文
武
と
い
う
聖
王
の
系
譜

の
印
象
が
強
す
ぎ
て
、
こ
れ
ま
で
そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
充
分
に

検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
舜
が
い
る
の
に
な
ぜ
舜
を
外

し
て
、
堯
禹
と
い
う
表
現
が
成
立
す
る
の
か
に
つ
い
て
も
説
得
力

の
あ
る
説
明
が
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、『
舉
治
王
天
下
』
の
発
見
は
、
古
聖

王
伝
承
の
研
究
に
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
言
え
よ
う
。『
舉

治
王
天
下
』
で
は
、
堯
と
禹
と
が
直
接
君
臣
関
係
に
置
か
れ
、
し

か
も
堯
と
禹
と
が
具
体
的
な
問
答
を
交
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

右
の
伝
世
文
献
で
、「
堯
禹
」
と
記
述
す
る
場
合
に
も
、
両
者
の

具
体
的
な
会
話
を
記
す
も
の
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
仮
に
『
舉

治
王
天
下
』
の
よ
う
な
伝
承
が
当
時
一
定
の
認
知
を
得
て
い
た
と

す
れ
ば
、「
堯
禹
」
と
い
う
表
現
を
使
う
こ
と
に
も
、
そ
れ
ほ
ど

の
違
和
感
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、『
舉
治
王
天
下
』
が
こ
の
よ
う
な
伝
承
を
記
す
背
景
と

し
て
、
禹
の
治
水
事
業
の
鮮
烈
な
印
象
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
も
と
も
と
は
神
話
か
も
し
れ
な
い
が
、
禹
は
天
下
の
洪
水
を

治
め
、
中
国
の
地
理
的
基
礎
を
確
定
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
禹
が

堯
の
直
接
の
臣
下
と
さ
れ
た
の
も
、
故
な
き
こ
と
で
は
な
い
。
一

方
、
舜
も
偉
大
な
聖
王
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
現
に
『
舉
治

王
天
下
』
に
も
「
舜
王
天
下
」
篇
が
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、

微
賤
な
身
か
ら
堯
に
見
い
だ
さ
れ
て
天
子
の
位
に
就
い
た
舜
に

は
、
親
孝
行
で
有
徳
な
王
と
い
う
性
格
は
あ
っ
て
も
、
諸
伝
承
か

ら
は
、
禹
ほ
ど
の
絶
大
な
業
績
が
あ
っ
た
よ
う
に
は
見
受
け
ら
れ

な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
も
、
堯
と
禹
と
を
直
接
結
び
つ
け
る
大
き

な
要
因
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

結　

語

伝
世
文
献
や
近
年
出
土
の
多
く
の
出
土
文
献
に
お
い
て
は
、

「
堯
舜
禹
湯
文
武
」
と
い
う
聖
王
の
系
譜
、
あ
る
い
は
「
堯
舜
」、

「
舜
禹
」
と
い
う
君
臣
関
係
を
前
提
と
す
る
記
述
が
圧
倒
的
に
多

く
見
ら
れ
た
。
た
だ
、
そ
の
一
方
で
、
舜
を
介
在
さ
せ
ず
に
、
堯

と
禹
と
が
君
臣
関
係
に
置
か
れ
た
り
、
組
み
合
わ
さ
れ
た
り
す
る

場
合
も
あ
っ
た
。

仮
に
、「
堯
舜
」「
堯
舜
禹
」「
堯
舜
禹
湯
文
武
」
と
い
う
系
譜
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を
基
に
し
た
記
述
を
「
堯
舜
」
型
の
伝
承
と
呼
び
、
堯
と
禹
と
を

直
接
組
み
合
わ
せ
る
伝
承
を
「
堯
禹
」
型
伝
承
と
呼
ぶ
こ
と
に
す

れ
ば
、
本
稿
で
検
討
し
た
状
況
は
、
ど
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
古
代
に
お
い
て
、「
堯
舜
」
型
の
伝
承
が

有
力
で
あ
り
な
が
ら
も
、
同
時
に
「
堯
禹
」
型
の
伝
承
も
併
存
し

て
い
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
（
注
13
）
。

そ
し
て
、『
舉
治
王
天
下
』
は
、「
堯
禹
」
型
の
伝
承
が
存
在
し

て
い
た
こ
と
を
君
臣
問
答
に
よ
っ
て
具
体
的
に
示
す
貴
重
な
資
料

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
恐
ら
く
、「
堯
舜
禹
」
あ
る
い
は
「
堯
舜

禹
湯
文
武
」
と
い
う
聖
王
の
系
譜
が
整
備
さ
れ
る
中
で
、「
堯
舜
」

型
の
伝
承
が
有
力
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、「
堯
禹
」
型
伝

承
の
痕
跡
と
し
て
、
伝
世
文
献
に
も
「
堯
禹
」
の
顕
彰
や
堯
と

禹
と
の
組
み
合
わ
せ
（
つ
ま
り
舜
が
出
て
こ
な
い
も
の
）
が
見
ら

れ
た
り
、
同
一
文
献
あ
る
い
は
同
一
章
の
中
で
「
堯
舜
」
型
と

「
堯
禹
」
型
の
伝
承
が
混
在
し
た
り
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
神
話
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、
中
国
の
古

伝
承
は
、
か
な
り
の
合
理
化
と
整
理
を
経
て
出
来
上
が
っ
た
も
の

で
あ
り
、「
堯
舜
禹
」
あ
る
い
は
「
堯
舜
禹
湯
文
武
」
と
い
う
聖

王
の
系
譜
が
整
備
さ
れ
る
以
前
に
は
、
よ
り
多
様
な
型
の
伝
承
が

併
存
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
（
注
14
）
。『
舉
治
王
天
下
』

も
そ
う
し
た
古
伝
承
の
存
在
を
示
す
と
い
う
意
味
で
、
極
め
て
貴

重
な
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

注

（
１
）
前
者
の
例
と
し
て
は
、『
荀
子
』
成
相
篇
が
あ
り
、
後
者
の
例
と
し
て

は
、『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
（
貳
）』
所
収
「
論
政
論
兵
之
類
」
の
選
卒
篇

が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

（
２
）
後
述
の
よ
う
に
、
郭
店
楚
簡
『
緇
衣
』
お
よ
び
『
礼
記
』
緇
衣
篇
で

は
「
三
年
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
文
脈
は
多
少
異
な
る
が
、
堯
舜
に
関
す
る
同
様
の
言
い
回
し
が
、
憲

問
篇
に
も
次
の
よ
う
に
見
え
る
。「
子
路 

君
子
を
問
う
。
子
曰
く
、「
己

を
修
め
て
以
て
敬
す
」。
曰
く
、「
斯
の
如
き
の
み
か
」。
曰
く
、「
己
を

修
め
て
以
て
人
を
安
ん
ず
」。
曰
く
、「
斯
の
如
き
の
み
か
」。
曰
く
、「
己

を
修
め
て
以
て
百
姓
を
安
ん
ず
。
己
を
修
め
て
以
て
百
姓
を
安
ん
ず
る

は
、
堯
舜
も
其
れ
猶
諸
を
病
め
り
」」。

（
４
）
諸
本
は
こ
こ
を
「
禹
舜
」
に
作
る
が
、
時
代
順
に
合
わ
な
い
。
金
谷

治
『
荀
子
』（
岩
波
文
庫
）
は
、
直
後
に
「
舜
禹
」
と
あ
る
の
で
、
こ
こ

は
誤
倒
で
あ
ろ
う
と
す
る
。

（
５
）『
孟
子
』
に
見
え
る
禹
の
治
水
事
業
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

こ
こ
で
「
堯
舜
」
の
世
の
こ
と
を
「
禹
・
皋
陶
」
は
「
見
て
之
を
知
」
っ

て
い
た
と
す
る
点
で
あ
る
。

（
６
）
諸
本
、
こ
こ
を
「
四
帝
兩
王
」
に
作
る
が
、
金
谷
治
『
荀
子
』
は
、
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劉
師
培
の
説
に
従
い
、「
両
帝
四
王
」
に
改
め
る
。
な
お
、上
博
楚
簡
『
舉

治
王
天
下
』
の
「
文
王
訪
之
於
尚
父
舉
治
」
篇
に
は
、「
四
帝
二
王
」
の

呼
称
が
見
え
る
の
で
、「
四
帝
兩
王
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
も
一
概
に

は
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
内
訳
に
つ
い
て

は
未
詳
で
あ
る
。

（
７
）
こ
の
よ
う
に
古
聖
王
を
組
み
合
わ
せ
て
顕
彰
す
る
以
外
に
も
、
も
ち

ろ
ん
、
単
独
で
、
あ
る
い
は
王
と
（
王
以
外
の
）
他
の
人
物
と
を
組
み

合
わ
せ
て
顕
彰
す
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
禹
を
単
独
で
顕
彰
す
る
も
の

と
し
て
は
、『
論
語
』
泰
伯
篇
の
「
子
曰
く
、「
禹
は
吾
間
然
と
す
る
こ

と
無
し
。
飲
食
を
菲
く
し
て
、孝
を
鬼
神
に
致
し
、衣
服
を
悪
し
く
し
て
、

美
を
黻
冕
に
致
し
、
宮
室
を
卑
く
し
て
、
力
を
溝
洫
に
尽
く
す
。
禹
は

吾
間
然
と
す
る
こ
と
無
し
」
が
そ
の
代
表
で
あ
ろ
う
。

（
８
）
現
行
本
『
礼
記
』
緇
衣
篇
は
、「
子
曰
、
禹
立
三
年
、
百
姓
以
仁
遂
焉
、

豈
必
盡
仁
」
に
作
る
。

（
９
）『
容
成
氏
』
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
曹
峰
・
李
承
律
『
上
海
博
物
館
蔵

戦
国
楚
竹
書
『
昔
者
君
老
』『
容
成
氏
』（
上
）
譯
注
』（
上
海
博
楚
簡
研

究
会
編
、
二
〇
〇
五
年
）、
浅
野
裕
一
「『
容
成
氏
』
に
お
け
る
禅
譲
と

放
伐
」（『
竹
簡
が
語
る
古
代
中
国
思
想
︱
上
博
楚
簡
研
究
︱
』（
汲
古
書

院
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

（
10
）
こ
の
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
田
哲
之
「
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚

竹
書
『
子
羔
』
の
再
検
討
」（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
三
十
三
号
、
二
〇

〇
三
年
）
参
照
。

（
11
）
諸
本
で
は
、「
自
強
、
則
名
」
を
「
自
名
則
」
に
作
り
、「
強
」
字
が

な
い
。
金
谷
治
『
荀
子
』
は
、『
韓
詩
外
伝
』
一
の
引
用
に
「
自
強
則
名
」

と
あ
る
の
を
指
摘
し
て
改
め
る
。

（
12
）
以
下
の
「
脩
為
」
の
語
、
諸
本
は
「
脩
脩
之
為
」
に
作
る
が
、
金
谷

治
『
荀
子
』
は
、
兪
樾
の
説
（
下
文
に
「
脩
為
」
の
語
が
あ
り
、
ま
た

直
前
の
「
變
故
」
と
対
応
し
て
い
る
か
ら
）
に
従
い
、「
脩
之
」
の
二
字

を
削
る
。

（
13
）
但
し
、
こ
こ
に
言
う
「
堯
禹
」
型
と
は
、
決
し
て
、
堯
が
禹
に
禅
譲

し
た
、
な
ど
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
王
位
の
継
承
関

係
と
は
別
に
、
あ
く
ま
で
、
堯
と
禹
と
が
連
称
さ
れ
、
あ
る
い
は
直
接

問
答
を
か
わ
す
伝
承
と
い
う
意
味
で
仮
に
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
堯

舜
禹
の
年
齢
差
が
そ
れ
ほ
ど
な
く
、
堯
の
治
世
下
に
お
い
て
舜
も
禹
も

同
時
に
臣
下
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、

「
堯
舜
」
型
も
「
堯
禹
」
型
も
、
矛
盾
は
せ
ず
、
大
局
に
お
い
て
は
大
き

な
違
い
は
な
い
と
も
言
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
注
（
５
）

に
お
い
て
そ
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
更
に
、『
説
苑
』
君
道
篇

は
、「
當
堯
之
時
、
舜
爲
司
徒
、
契
爲
司
馬
、
禹
爲
司
空
」
と
、
堯
の
治

世
下
に
舜
と
禹
と
が
臣
下
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
明
記
し
て
お

り
、
注
目
さ
れ
る
。

（
14
）
な
お
、従
来
の
神
話
研
究
に
お
い
て
、堯
・
舜
・
禹
に
関
す
る
考
察
は
、

そ
の
原
初
的
形
態
の
追
究
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
禹
に
つ
い
て
も
、

そ
の
原
初
的
形
態
（
例
え
ば
水
神
）
や
治
水
事
業
の
意
味
お
よ
び
鯀
と
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の
関
係
に
注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
、
堯
と
禹
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討

し
た
研
究
は
見
ら
れ
な
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
森
三
樹
三
郎
『
支
那

古
代
神
話
』（
大
雅
堂
、一
九
四
四
年
）、御
手
洗
勝
『
古
代
中
国
の
神
々
』

（
創
文
社
、一
九
八
四
年
）、白
川
静
『
神
話
と
経
典
』（『
白
川
静
著
作
集
』

第
六
巻
、
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
。
初
出
は
一
九
七
六
年
）、
袁
珂
『
中

国
古
代
神
話
』（
み
す
ず
書
房
、
伊
藤
敬
一
ほ
か
訳
、
一
九
七
一
年
新
版
）

な
ど
参
照
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
平
成
二
十
一
年
度
～
二
十
五
年
度
、
日
本
学
術
振
興
会

科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｂ
「
戦
国
楚
簡
と
先
秦
思
想
史
に
関
す
る
総
合

的
研
究
」（
研
究
代
表
者
、
湯
浅
邦
弘
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で

あ
る
。

（ 65 ）


